
45

5

40

10

35

15

30

20

25

25

20

30

15

35

10

40

5

45

45

5

40

10

35

15

30

20

25

25

20

30

15

35

10

40

5

45

45

5

40

10

35

15

30

20

25

25

20

30

15

35

10

40

5

45

45

5

40

10

35

15

30

20

25

25

20

30

15

35

10

40

5

45

45

5

40

10

35

15

30

20

25

25

20

30

15

35

10

40

5

45

45

5

40

10

35

15

30

20

25

25

20

30

15

35

10

40

5

45

45

5

40

10

35

15

30

20

25

25

20

30

15

35

10

40

5

45

45

5

40

10

35

15

30

20

25

25

20

30

15

35

10

40

5

45

45

5

40

10

35

15

30

20

25

25

20

30

15

35

10

40

5

45

45

5

40

10

35

15

30

20

25

25

20

30

15

35

10

40

5

45

神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）
欧文数字を入力
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昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可（ ）

欧文数字を入力

み
ん
な
の
党
　
名
と
懇
談

１３

糖
尿
病
患
者
登
録

シ
ス
テ
ム
に
高
い
関
心

餌
営

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

旺
欧

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
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の
廃
止
は
乱
暴
と
述
べ
た
。

　
全
体
懇
談
の
後
、
糖
尿
病
患

者
の
登
録
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て

は
、
別
室
で
時
間
を
と
り
、
塩

坂
団
長
、
赤
野
副
団
長
、
岩
本

前
団
長
、
楠
厚
生
常
任
委
員
が

個
別
に
対
応
。
協
会
よ
り
①
糖

尿
病
対
策
推
進
会
議
が
県
医
師

会
、
県
糖
尿
病
学
会
、
県
糖
尿

病
協
会
に
加
え
神
奈
川
県
が
構

成
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
お

り
、
一
連
の
経
緯
を
承
知
し
て

い
る
こ
と
、
②
交
付
金
は
国
の

全
額
負
担
で
使
用
し
な
い
場
合

は
返
還
す
る
だ
け
。
③
国
のJ-

D
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は
中
断
患
者
を
半

分
に
減
ら
す
の
が
目
標
だ
が
、

研
究
対
象
数
が
少
な
い
な
ど
問

題
も
あ
り
、
足
柄
上
郡
の
研
究

で
効
果
は
実
証
済
み
、
④
予
防

は
初
期
治
療
が
重
要
で
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
患
者
の
教
育
入

院
に
賃
金
を
保
障
し
、
報
償
も

だ
し
透
析
へ
の
移
行
を
抑
制
し

て
い
る
な
ど
、
詳
述
。

　
県
議
団
は
調
査
を
約
束
す
る

と
と
も
に
、
疾
病
予
防
の
施
策

の
探
求
を
し
て
お
り
、
今
後
も

協
力
い
た
だ
き
た
い
と
協
会
へ

申
し
出
が
な
さ
れ
た
。

成
の
廃
止
は
現
場
無
視
も
甚
だ

し
い
と
指
摘
し
た
。

　
更
に
は
地
域
医
療
再
生
交
付

金
を
使
っ
た
糖
尿
病
連
携
の
具

体
化
に
関
し
、
糖
尿
病
対
策
推

進
会
議
で
積
み
重
ね
て
き
た
議

論
の
経
緯
を
無
視
し
、
実
績
・

有
効
性
の
あ
る
失
明
予
防
の
平

尾
案
が
反
故
に
な
り
か
け
て
い

る
点
を
説
き
、
実
現
に
向
け
た

理
解
を
要
望
。
こ
の
糖
尿
病
患

者
登
録
シ
ス
テ
ム
は
１
９
８
５

年
の
県
医
療
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
ほ
か
、
厚
生
省
の
モ

デ
ル
事
業
で
失
明
予
防
が
実
証

さ
れ
て
お
り
追
跡
調
査
で
も
未

だ
失
明
し
て
い
な
い
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
と
説
い
た
。

　
議
員
団
か
ら
准
看
廃
止
に
つ

い
て
問
わ
れ
、
協
会
よ
り
大
卒

者
の
第
２
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
の

選
択
な
ど
の
時
代
の
変
化
や
県

の
看
護
職
員
の
需
給
計
画
・
養

成
計
画
が
不
在
な
中
で
の
突
然

菅
原
直
敏
政
調
会
長
、
斉
藤
た

か
み
政
調
副
会
長
、楠
梨
恵
子
・

土
居
昌
司
・
城
田
学
・
加
藤
正

法
・
宗
像
富
次
郎
・
安
川
有
里
・

岩
本
一
夫
の
各
議
員
の
計
　
名
１３

が
、
協
会
よ
り
平
尾
名
誉
理
事

長
ら
が
出
席
し
た
。

　
懇
談
で
は
協
会
よ
り
、
総
合

特
区
で
の
医
学
部
新
設
に
拘
泥

す
る
知
事
に
疑
問
を
呈
し
、
地

方
で
の
医
師
不
足
、
主
要
都
市

部
で
の
専
門
医
の
集
中
の
問
題

は
あ
る
が
問
題
は
医
師
配
置
の

政
策
に
あ
り
量
的
に
は
充
足
の

め
ど
が
立
っ
て
い
る
と
し
た
。

　
ま
た
看
護
職
員
不
足
は
深
刻

で
、
開
業
医
で
は
募
集
し
て
も

殆
ど
応
募
が
な
く
、
大
病
院
で

も
血
糖
自
己
測
定
は
臨
床
検
査

技
師
に
、
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注

射
は
薬
剤
師
が
指
導
を
任
せ
ざ

る
を
得
ず
、
採
血
が
で
き
な
い

看
護
師
が
増
え
て
い
る
と
詳

述
。
こ
の
下
で
の
准
看
護
師
養

　
協
会
は
７
月
　
日
、
み
ん
な

２４

の
党
神
奈
川
県
議
団
と
次
年
度

県
政
予
算
要
望
で
懇
談
。
県
議

団
よ
り
塩
坂
源
一
郎
団
長
、
軽

部
和
夫
・
赤
野
た
か
し
副
団
長
、

藤
田
各
理
事
ら
が
赴
い
た
。

　
懇
談
で
は
国
際
戦
略
総
合
特

区
で
の
医
学
部
新
設
の
撤
回
並

び
に
臨
床
試
験
の
慎
重
対
応
、

准
看
護
師
養
成
廃
止
の
撤
回
、

地
域
医
療
再
生
交
付
金
を
利
用

し
た
糖
尿
病
対
策
へ
の
予
算
措

置
の
３
点
を
中
心
に
要
望
。

　
臨
床
試
験
の
慎
重
対
応
に
つ

い
て
は
、
協
会
よ
り
高
度
医
療

評
価
制
度
と
し
て
既
に
臨
床
試

験
・
研
究
に
保
険
財
源
が
流
用

さ
れ
て
い
る
現
状
を
説
明
、
特

区
で
は
更
な
る
規
制
緩
和
の
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
注
意
喚
起

し
た
。
県
議
団
は「
臨
床
試
験
・

研
究
の
費
用
を
保
険
財
源
で
賄

う
の
は
お
か
し
い
」
と
理
解
を

示
し
た
。

　
准
看
護
師
養
成
廃
止
に
つ
い

て
、
協
会
か
ら
人
口
比
で
看
護

職
員
数
最
下
位
の
神
奈
川
に
お

い
て
准
看
護
師
が
診
療
所
・
中

小
病
院
に
お
い
て
貴
重
な
戦
力

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
、

看
護
師
の
需
給
計
画
が
な
い
ま

ま
に
准
看
養
成
の
廃
止
は
拙
速

で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　
県
議
団
は
、
准
看
護
師
の
問

題
は
知
事
の
思
い
入
れ
が
強
い

が
、
看
護
師
不
足
に
対
し
准
看

養
成
廃
止
に
代
わ
る
施
策
が
な

い
限
り
、
知
事
の
意
見
に
は
賛

同
で
き
な
い
と
見
解
を
示
し

た
。
さ
ら
に
、
知
事
が
准
看
養

成
廃
止
の
根
拠
と
し
て
い
る
　９６

年
に
国
が
ま
と
め
た
提
言
に
つ

い
て
も
、
今
一
度
見
直
す
べ
き

と
主
張
。
ま
た
、
協
会
よ
り
准

看
護
師
は
一
旦
就
労
し
た
人
や

大
学
を
卒
業
し
た
人
た
ち
が
看

護
師
に
な
る
道
と
し
て
多
く
選

ば
れ
て
い
る
事
を
紹
介
す
る

と
、「
社
会
人
か
ら
看
護
師
に
な

る
た
め
の
門
戸
は
狭
め
る
べ
き

で
は
な
い
」
と
し
、
協
会
の
要

望
に
理
解
を
示
し
た
。

　
最
後
に
、
司
会
を
務
め
た
西

村
氏
は
、「
医
療
者
と
思
い
は
共

通
し
て
い
る
」
と
し
、
懇
談
を

締
め
括
っ
た
。

　
協
会
は
７
月
　
日
、
公
明
党

１８

県
議
団
と
懇
談
。
次
年
度
予
算

要
望
に
関
し
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
県
議
団
よ
り
小
野
寺
慎
一

郎
政
務
調
査
会
会
長
、
渡
辺
ひ

と
し
、
西
村
く
に
こ
両
政
務
調

査
会
副
会
長
が
出
席
。
協
会
か

ら
は
桑
島
副
理
事
長
、
稲
木
・

経
緯
や
歴
史
、
准
看
護
師
を
看

護
師
へ
移
行
す
る
算
段
な
ど
も

あ
り
簡
単
に
廃
止
で
き
な
い
と

強
調
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
損
税
解
消
に
関

す
る
協
会
陳
情
が
継
続
審
議
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

県
議
団
よ
り
消
費
税
を
巡
る
医

療
機
関
対
応
で
国
も
変
化
が
で

て
い
る
と
し
、
陳
情
内
容
を
修

正
し
て
再
提
出
す
る
こ
と
が
助

言
さ
れ
た
。

　
懇
談
は
要
望
事
項
以
外
に
も

及
び
、
県
議
団
の
自
発
提
案
で

歯
科
条
例
を
制
定
し
歯
科
の
訪

問
診
療
用
バ
ス
６
台
の
本
格
的

運
用
と
な
る
こ
と
、
出
産
と
ス

ト
レ
ス
、
ス
イ
ー
ツ
と
の
関
連

な
ど
多
岐
に
及
ん
だ
。

総
合
特
区
の
中
で
の
拠
点
事
業

と
し
て
考
え
た
い
と
の
思
い
だ

と
い
う
が
、
ほ
か
の
事
業
と
の

整
合
性
の
問
題
も
あ
る
と
、
慎

重
姿
勢
の
立
場
を
示
し
た
。

　
准
看
護
師
養
成
廃
止
に
関
し

て
は
、
小
川
副
団
長
よ
り
過
日

の
厚
生
常
任
委
員
会
で
夜
　
時
１２

ま
で
議
論
が
紛
糾
し
、
急
激
な

養
成
停
止
は
控
え
る
よ
う
要
望

し
た
と
出
さ
れ
た
。
ま
た
看
護

職
員
を
民
間
が
養
成
し
て
き
た

期
網
膜
症
を
発
見
し
光
凝

固
術
を
実
施
す
る
こ
と
で

失
明
予
防
が
可
能
で
あ
り

実
績
が
あ
る
こ
と
を
協
会

が
説
い
た
点
に
つ
い
て

は
、
健
診
弱
者
、
重
篤
患

者
の
抑
制
の
観
点
で
重
要

だ
と
理
解
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
医
学
部
新
設
に

関
し
、
県
議
団
よ
り
定
員

増
の
対
応
で
考
え
る
べ
き

と
し
「
知
事
の
夢
と
し
て

と
ら
え
て
い
る
」と
応
答
。

　
協
会
は
７
月
　
日
、
自
民
党

１２

県
議
団
と
次
年
度
県
政
予
算
要

望
で
懇
談
し
た
。
県
議
団
よ
り

小
川
久
仁
子
・
し
き
だ
博
昭
の

両
副
団
長
、
高
橋
栄
一
郎
、
原

聡
祐
、
持
田
文
男
の
各
議
員
の

計
６
名
が
、
協
会
よ
り
池
川
理

事
長
、
宮
澤
・
高
橋
・
馬
場
の

各
副
理
事
長
ら
が
出
席
し
た
。

自
民
党
と
は
昨
年
に
続
き
二
年

目
と
な
る
。
懇
談
で
は
協
会
よ

り
、
医
学
部
新
設
の
反
対
、
准

看
護
師
養
成
廃
止
の
撤
回
、
糖

尿
病
患
者
の
登
録
シ
ス
テ
ム
実

現
へ
の
地
域
医
療
再
生
交
付
金

の
活
用
、
消
費
税
損
税
解
消
を

中
心
に
要
望
し
た
。

　
県
議
団
か
ら
は
、
糖
尿
病
患

者
の
登
録
シ
ス
テ
ム
を
敷
き
前

を
迫
っ
た
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
県
議
団
は
、

准
看
護
師
養
成
の
廃
止
は
、
手

法
の
乱
暴
さ
も
含
め
議
会
で
撤

回
す
る
よ
う
質
問
を
し
て
い
る

と
紹
介
。
ま
た
、
糖
尿
病
対
策

に
つ
い
て
は
県
当
局
と
の
懇
談

の
必
要
性
な
ら
び
に
、
さ
ら
な

る
意
見
交
換
・
情
報
交
流
に
つ

い
て
出
さ
れ
、
こ
の
懇
談
を
間

口
に
連
絡
を
密
に
と
り
た
い
と

し
た
。

　
松
崎
副
団
長
と
池
川
理
事
長

は
金
沢
区
で
　
数
年
来
の
知
己

１０

の
関
係
で
、
友
好
ム
ー
ド
で
懇

談
は
終
始
し
た
。

　
尚
、
協
会
要
望
と
し
て
重
度

障
害
者
医
療
情
勢
の
精
神
障
害

２
級
の
入
通
院
へ
の
拡
大
、
損

税
解
消
等
の
国
へ
の
要
望
、
が

ん
な
ど
の
有
病
者
の
国
保
資
格

証
明
書
の
正
規
保
険
証
へ
の
切

り
替
え
指
導
も
あ
げ
て
い
る
。

健
医
療
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た

も
の
の
放
置
さ
れ
た
糖
尿
病
の

登
録
シ
ス
テ
ム
に
関
し
、
神
奈

川
県
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
に

お
い
て
国
の
地
域
医
療
再
生
交

付
金
の
活
用
で
実
施
可
能
と
提

案
さ
れ
て
い
る
も
か
か
わ
ら
ず

県
が
了
承
し
な
い
件
を
追
及
し

て
ほ
し
い
と
要
望
。
悪
化
す
る

と
失
明
、
人
工
透
析
、
下
肢
切

断
と
な
る
糖
尿
病
の
予
防
に
効

果
が
あ
り
、
厚
生
省
（
当
時
）

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
足
柄
上

郡
で
実
績
が
あ
る
。
国
の
拠
出

で
県
の
負
担
は
全
く
な
い
の

に
、
県
は
首
肯
せ
ず
、
Ｉ
Ｔ
を

絡
め
た
い
と
か
、
公
募
す
る
と

か
で
認
め
よ
う
と
し
な
い
と
指

摘
。

　
国
のJ-D
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（
糖
尿
病

予
防
の
戦
略
研
究
）
で
の
失
敗

に
も
触
れ
、
県
医
師
会
、
糖
尿

病
学
会
、
糖
尿
病
協
会
を
中
心

に
構
成
さ
れ
た
医
療
専
門
団
体

の
提
言
に
耳
を
傾
け
ず
、
予
算

規
模
３
０
０
万
円
に
も
か
か
わ

ら
ず
了
承
し
な
い
の
は
不
可
思

議
だ
と
県
議
会
で
の
質
問
追
及

よ
り
松
崎
淳
筆
頭
副
団
長
、
ほ

か
日
下
景
子
、
近
藤
大
輔
、
早

稲
田
夕
季
の
各
議
員
の
計
５
名

が
、
協
会
よ
り
池
川
理
事
長
、

平
尾
名
誉
理
事
長
、
稲
木
・
藤

田
理
両
理
事
ら
が
出
席
し
た
。

　
懇
談
で
は
協
会
よ
り
、
総
合

特
区
で
の
医
学
部
新
設
反
対
、

准
看
護
師
養
成
廃
止
の
撤
回
、

糖
尿
病
対
策
の
予
算
措
置
を
中

心
に
要
望
し
た
。

　
医
学
部
新
設
は
２
０
０
８
年

に
医
学
部
定
員
削
減
を
見
直
し

し
た
閣
議
決
定
に
よ
り
年
間
１

千
３
０
０
名
の
定
員
増
と
な

り
、　
校
の
新
設
に
相
当
す
る
。

１３
医
師
不
足
解
消
に
対
応
済
み

で
、
こ
の
ま
ま
い
く
と
　
年
に

２５

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
水
準
を
超
え
歯
科
同

様
に
過
剰
問
題
が
浮
上
す
る
。

定
員
増
は
定
員
減
で
対
応
で
き

る
が
新
設
は
廃
止
し
か
な
い
、

教
員
確
保
、
建
設
費
用
問
題
も

あ
る
と
知
事
の
再
考
に
尽
力
を

求
め
た
。

　
ま
た
准
看
養
成
廃
止
に
つ
い

て
、
神
奈
川
県
は
人
口
比
で
看

護
職
員
数
が
全
国
最
下
位
で
あ

り
、
看
護
職
不
足
１
万
５
千
人

と
全
国
の
不
足
数
の
４
分
の
１

を
占
め
、
養
成
計
画
の
不
十
分

な
中
、
突
然
の
廃
止
は
乱
暴
。

中
小
病
院
や
診
療
所
で
准
看
護

師
は
役
割
を
発
揮
し
て
お
り
廃

止
は
死
活
問
題
だ
と
、
撤
回
を

要
望
。
看
護
職
員
不
足
の
深
刻

さ
に
つ
い
て
、
大
病
院
や
大
学

病
院
で
も
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注

射
、
血
糖
自
己
測
定
の
指
導
は

薬
剤
師
や
臨
床
検
査
技
師
が

担
っ
て
お
り
、
採
血
の
で
き
な

い
看
護
職
員
が
増
え
て
い
る
と

現
場
実
態
を
詳
述
し
た
。　

　
さ
ら
に
は
、
県
の
第
１
回
保

　
協
会
は
７
月
　
日
、
平
成
　

１１

２５

年
度
県
政
予
算
要
望
で
民
主
党

県
議
団
と
懇
談
し
た
。
県
議
団

自民党県議団と懇談

「「「「「「「「「「医医医医医医医医医医学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部新新新新新新新新新新設設設設設設設設設設はははははははははは知知知知知知知知知知事事事事事事事事事事のののののののののの夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢とととととととととと理理理理理理理理理理解解解解解解解解解解「医学部新設は知事の夢と理解」」」」」」」」」」」

公明党県議団と懇談

問題に「思いは共通している」
医学部新設問題、准看護師養成廃止

民
主
党
県
議
団
懇
談

准
看
養
成
廃
止
の
撤
回
、

糖
尿
病
対
策
で
意
見
交
換

民主党県議団

公
明
党
県
議
団

渦
唄

嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘

自民党県議団

みんなの党県議団

協会池川理事長ら


